
　　・約３０分に１回程度、停車休憩設けますので、窓を開けて換気をしてください。

　②体温計の準備（宿泊利用）

　　　がある方のご利用をお控えいただく場合があります。

　⑥コップ（水筒）の準備（宿泊利用）

　　・体温計は、団体（個人）でご用意ください。

　③マスク・ゴム手袋の準備（日帰り・宿泊利用）

　　・施設内（送迎バス内）では状況に応じてマスク着用をご協力いただく場合がありますので、団体（個人）でご用意

　　・夕朝食の準備時には、配食担当者は手袋を着用してください。

　④消毒液の準備（日帰り・宿泊利用）

・当施設でも手指消毒用アルコールを準備しておりますが、消毒の徹底を図るために、各団体（個人）

　　　にも必要に応じアルコール消毒液等のご持参をお願いします。

　⑤感染対策の検討（日帰り・宿泊利用）

　　・全ての活動で、手洗い、手指消毒、三密の回避（換気や身体的距離の確保）などの対策をご検討ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年（２０２３年）５月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釧路市生涯学習部音別生涯学習課長

・ご利用前に発熱や咳などの諸症状（37.5℃以上の発熱、平熱比＋1℃以上の発熱、息苦しさ、

強いだるさ、軽度であっても咳、咽頭痛、下痢、結膜炎、におい・味を感じにくい、体調がすぐれない）

　①利用者及びそのご家族の体調把握（日帰り・宿泊利用）

団体責任者（日帰り・宿泊利用）の皆様へ

新型コロナウイルス感染症等の拡大防止に関するお願い

　釧路市音別町体験学習センター「こころみ」では、より多くの皆様に安全・安心に施設をご利用いただけるよう、

新型コロナウイルスをはじめとする各感染症の拡大防止に向けた取組を推進しています。ご理解とご協力を

お願いします。

■　事前に準備・対応していただきたいこと（全利用者へ連絡いただきたいこと）

　　・宿泊室の割振り人数は、できるだけ偏らないようにしてください。

　⑧緊急車両等の準備（日帰り・宿泊利用）

　　・当施設では、体調不良者の病院等への搬送は対応できません。ハイヤーは営業時間内の繁忙時と夜間は手配

　⑨送迎バス定員（日帰り・宿泊利用）

　　・乗降時は間隔をあけ、車内では不要な会話を控えてください。

　　　ください。

　　 できないのでご注意ください。

・麦茶提供用ジャグの使用を中止し、洗面所等のコップも撤去しておりますので、コップ（水筒）をご持参

　⑦宿泊室の利用（宿泊利用）

　　　ください。体験学習時はゴム手袋を着用してください。



■　その他

　□マスク　（全利用者）　□ゴム手袋　（体験学習）

　□体温計　（団体または、個人）　□ハンカチ　（全員）　□消毒液　（団体）

　□水飲み・歯磨き用コップ（全員）

・本票以外に、当施設から依頼事項や留意事項をお伝えする場合がありますので、趣旨をご理解の上、

　　　ご協力いただきますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　ご不明な点は、体験学習センターにお問い合わせください。

　⑦体育館利用（日帰り・宿泊利用）

　　・利用者が近距離で組み合ったり、身体接触したりする場合が多い運動や活動はご遠慮ください。

<本票に記載しているご持参いただきたいもの（一覧）>

　　・指定された場所以外へは、立ち入らないようにお願いします。

　⑧入館・退館（日帰り・宿泊利用）

　　・当館が指定する時間までの入館と退館にご協力お願いします。

　　・入館時は間隔をあけて上履きに、退館時も間隔をあけて外履きに履き替えてください。

　　・入退館時は手指をアルコール消毒してください。

　　・混み合わないよう１回の利用人数を団体内で調整をお願いします。

　④食堂の利用（日帰り、宿泊利用）

　　・食堂では、できるだけ大声での会話を控え、飛沫が飛ばないようにご注意ください。

　　・食事時間（試食含む）は１時間以内で調整をお願いします。

　　・利用前の手洗い、アルコール消毒をお願いします。

　⑤トイレ洗面室の利用（日帰り・宿泊利用）

　　・洋式トイレを利用する場合は、トイレのふたを閉めて水を流してください。

　⑥浴室の利用（宿泊利用）

　　・食事中の咳エチケットにご配慮いただくため、ハンカチをご用意ください。

　③換気について

　　・宿泊室での在室中は、こまめに２方向（窓、ドア）を開け換気を行ってください。状況に応じてマスクの

　　・冬期間は、各施設の換気方法に基づき、室内が寒くなり過ぎないよう留意して換気に努めてください。

　　　着用など、できる限り感染予防に努めてください。

　②マスク着用（日帰り・宿泊利用）

　　【屋内】他団体と活動場所を共有する場合や三密の回避が難しい場合などはマスクの着用をお願いします。

　　【屋外】基本的にマスクは不要です。ただし密集して会話する場合などは着用をお願いすることがあります。

■　利用期間中に対応をお願いしたいこと（全利用者へ連絡・指導いただきたいこと）

　①利用者の体調把握（宿泊利用）

　　・団体の責任で利用者の体調管理をお願いします。


